
国語－１４（第３学年） 物語や小説などを読んで批評する事例（読むこと）
【学習活動の概要】

１ 単元名 『走れメロス』を読んで批評する～構成や展開，表現の仕方を評価する～

２ 単元の目標
『走れメロス』を読んで，細部の叙述や物語全体の構造について批評することができる。

３ 評価規準
【国語への関心・意欲・態度】

自分なりに気付いたことを基に，作品を批評しようとしている。
【読む能力】

・話の展開の仕方，場面や登場人物の設定の仕方をとらえ，気になったり，感じたりしたこ
とを書き出している。

・細部の叙述や物語全体の構造について自分なりの評価を書いている。
【言語についての知識・理解・技能】

表現の技法や抽象的な概念を表す語句，慣用句や漢語表現などに留意しながら文章を読ん
でいる。

４ 教材
『走れメロス』（太宰治）

５ 主な学習活動
(1)単元の展開（全５時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

第１時 『走れメロス』を批評するという目的意識 ○「批評」とは，「対象とする事
をもたせ，学習の見通しをもつ。 柄について，そのもののよさや

使われている語句の効果など，表現上の工 特性、価値などについて論じた
夫をとらえる。 り，評価したりすること」とい

第２時 話の展開の仕方，場面や登場人物の設定の う意味で，良い点を見つける視
仕方を確認し，内容が理解しやすかった表現 点も含まれていることを確認さ
（場面）や理解しにくかった表現（場面）を せる。
取り出す。 ○批評する際に用いる語彙を例示

第３～ 前時で取り出した表現（場面）を基に，細 し，批評することへの足がかり
４時 部の叙述や作品全体の構造について批評す にさせるとともに，感想文との

(本時) る。 違いを，使用する語彙からもと
第５時 学校図書館で小説を探して読み，場面の展 らえさせる。

開や表現の仕方を評価して，気が付いたこと ○他の小説を読む学習に広げるよ
をメモする。 うにする。

(2)本時の学習（３・４/５時間）

① 前時に取り出した，内容が理解しやすかった表現（場面）や理解しにくかった表現
（場面）について確認する。

② 批評する際に用いる語彙について考える。
・感想を述べる際に用いる語彙と批評する際に用いる語彙を挙げる。
・挙げた語彙が，内容の是非によってどのように使い分けられるのかを考える。

③ 細部の叙述や作品全体の構造について批評する文章を書く。
④ 自分の批評を見直す。
・それぞれの批評の内容をグループで交流する。
・『走れメロス』に対する自分のものの見方や考え方を振り返る。



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
本事例では，中学校学習指導要領・国語の第３学年「読むこと」の指導事項「イ 文章の論理

の展開の仕方，場面や登場人物の設定の仕方をとらえ，内容の理解に役立てること。」と，「ウ
文章を読み比べるなどして，構成や展開，表現の仕方について評価すること。」を指導する。

他学年との系統性については，特に，第１学年「読むこと」の指導事項「エ 文章の構成や展開，
表現の特徴について，自分の考えをもつこと。」や第２学年「ウ 文章の構成や展開，表現の仕
方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめること。」を踏まえ，自分の考えを表現する
際に，どのような語彙を用いてどのように示せば「評価すること」になるのかがとらえられるよ
う指導する。

さらに，関連する内容として，〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕「(1)イ(ｲ)
慣用句・四字熟語などに関する知識を広げ，和語・漢語・外来語などの使い分けに注意し，語感
を磨き語彙を豊かにすること。」を位置付ける。これは，文章を解釈する際に，表現の技法や抽
象的な概念を表す語句，慣用句や漢語表現などに留意しながら読ませることを意図している。『走
れメロス』には，このような表現が多く用いられており，それらの使い方にも着目させながら，
批評へとつなげさせる。

【言語活動の充実の工夫】
上述の内容を効果的に指導するために，言語活動を設定する。第３学年「読むこと」の言語活

動例は，次の３つであり，本事例では，アの言語活動例を具体化した。

ア 物語や小説などを読んで批評すること。
イ 論説や報道などに盛り込まれた情報を比較して読むこと。
ウ 自分の読書生活を振り返り，本の選び方や読み方について考えること。

文章の解釈を踏まえて評価させる際に，生
徒の思考や判断を促すために，右のような語
彙の使い分けに着目させる方法が考えられる。
指導上の留意点としては，例えば単に「すば
らしい」などの語を使えばよいということで
はなく，何に着目してどのように考えて判断
した結果「すばらしい」という評価になった
のかを明らかにさせるということである。ま
た，「読み手に～という効果を与えている」，「～
という点が巧みだ」，「読み手に～という疑問
を与える」，「～という点で矛盾している」な
どの言い表し方を併せて例示すると，生徒の
思考や判断をより促すことができる。

実際の生徒の批評では，その内容に次のよ
うな傾向が見られた。
＜何（どこ）に着目して批評したのか＞
・メロスの言動に関して 40 ％
・登場人物の設定や言動に関して 30 ％
・結婚式の日取りに関して 8 ％
・時間の経過や町までの距離に関して 7 ％
・作品中の伏線に関して 6 ％
・語り手の変化に関して 5 ％
・書き出しの一文に関して 2 ％
・その他 2 ％

本時の後半では，それぞれが着目し批評し
た内容についてグループで交流して，作品に対する他の人のものの見方や考え方を知る活動を取
り入れることで，自分のものの見方や考え方をより広くさせたり深くさせたりする。

なお，学習評価に当たっては，評価規準に従って，『走れメロス』の細部の叙述や全体の構造
について，自分なりのものの見方や考え方が示されているかなどで評価する。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：④，⑥ （※分類番号はP5表参照）

感想や批評に関する語彙の使い分けの例




